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健幸都市たかはし　“つながり”から創る心豊かなまちづくり

ひなめぐり、春めぐりひなめぐり、春めぐり
今月の表紙 今月の表紙 主な内容主な内容
　４月４日から５日にかけて「町家通りの雛まつり」が開　４月４日から５日にかけて「町家通りの雛まつり」が開
催されました。初日はあいにくの雨となりましたが、町家催されました。初日はあいにくの雨となりましたが、町家
通りには雛人形とともに、穏やかで優しい時間が流れてい通りには雛人形とともに、穏やかで優しい時間が流れてい
ました。２日目は一転して、晴天に恵まれ、多くの人でにました。２日目は一転して、晴天に恵まれ、多くの人でに
ぎわいました。� （23ページに関連記事）ぎわいました。� （23ページに関連記事）

●たくさんの出逢いをありがとう●たくさんの出逢いをありがとう
　（巨瀬・中井・玉川小学校閉校）（P2～）　（巨瀬・中井・玉川小学校閉校）（P2～）
●令和８年度 当初予算の概要（P5～）●令和８年度 当初予算の概要（P5～）
●救急安心センター（＃７１１９）（P22～）●救急安心センター（＃７１１９）（P22～）
●市民のページ（P30～）●市民のページ（P30～）



閉校
～ たくさん の 出 逢 い を ありがとう～～ たくさん の 出 逢 い を ありがとう～

中 井 小 学 校中 井 小 学 校

m e s  s a g e

巨 瀬 小 学 校 ・ 中 井 小 学 校  ・ 玉 川 小 学 校 閉 校

　中井小学校は、明治６年に前身となる平渓小学校（本校）と、津々・柴倉分校の創立に始まりました。
その後、統合や改称を経て、現在の「中井小学校」となりました。
　「ふるさとを愛し、夢に向かってたくましく生きる児童の育成」を教育目標に掲げ、中井町出身の偉人「山
田方谷」についての学習を各学年で実施し、高梁市のみならず新見市の記念館などのゆかりの地を巡り、
理解を深める取り組みを行ってきました。

　中井小学校は、明治６年に前身となる平渓小学校（本校）と、津々・柴倉分校の創立に始まりました。
その後、統合や改称を経て、現在の「中井小学校」となりました。
　「ふるさとを愛し、夢に向かってたくましく生きる児童の育成」を教育目標に掲げ、中井町出身の偉人「山
田方谷」についての学習を各学年で実施し、高梁市のみならず新見市の記念館などのゆかりの地を巡り、
理解を深める取り組みを行ってきました。

　学習発表会などの行事を成功させるために頑張ったこと
が思い出です。人数が少ない中で、役割が多く大変なこと
もありましたが、地域の人が喜んでくれて嬉しかったです。
　小学校は無くなりますが、これからも地域の皆さんには私
たちの成長を見守っていただきたいです。
　いつまでもお元気でいてください。これからもよろしくお
願いします！

中村 友香さん
(令和８年３月31日卒業)

なかむら　　ゆうか

　昭和34年から平成３年までの32年間、給食調理員として
柴倉分校と本校に勤務しました。子どもたちや先生方が給
食をいつも楽しみにしてくれており、私にとっても本当に充
実した時間でした。
　長年勤めてきた学校がなくなると聞き、とても寂しい気持
ちになりました。これまでに巣立っていった子どもたちは、
私にとってみんな我が子のように愛おしい存在です。これか
らもそれぞれの場所で頑張ってほしいと願っています。

宮脇 キミ子さん
(中井町西方)

みやわき　　　　　 こ

へいけいへいけい

巨 瀬 小 学 校巨 瀬 小 学 校
　巨瀬小学校は、明治６年に前身となる三渓校の創立に始まり、統合や改称を経て、現在の「巨瀬小学校」
となりました。
　「強い心　やさしい心で　学び合う子」を教育目標に掲げ、伝統の祇園踊りや田植え、高齢者の皆
様との交流を通じ、地域の歴史や人の温もりに触れながら、ふるさとを誇りに思う豊かな郷土愛を育
んできました。

　巨瀬小学校は、明治６年に前身となる三渓校の創立に始まり、統合や改称を経て、現在の「巨瀬小学校」
となりました。
　「強い心　やさしい心で　学び合う子」を教育目標に掲げ、伝統の祇園踊りや田植え、高齢者の皆
様との交流を通じ、地域の歴史や人の温もりに触れながら、ふるさとを誇りに思う豊かな郷土愛を育
んできました。

　漢検に合格するために、ドリルパークや自学を頑張りまし
た。対義語や類義語を覚えることが大変でしたが、日々継
続して取り組んだことが力になりました。
　地域の皆さん、暑い日でも寒い日でもいつも毎朝、私た
ちを見守ってくださりありがとうございました。中学生になっ
てもお会いできたら嬉しいです。これからもよろしくお願い
します！

綱島 爽泰さん
(令和８年３月31日卒業)

つなしま　　そうた

　毎日の見守り活動や子どもと地域住民の交流の場である
もくもくDAY、シャルム農園など色々な取り組みを一緒に
行ってきました。私たちは、子どもたちからいつも元気の源
をもらっていました。その核となる学校が無くなることはと
ても残念ですが、これからも、地域の宝である子どもたちの
成長に寄り添う形を模索しながら、地域として応援していき
たいと思います。

野口 史郎さん
(巨瀬町)

のぐち　　 しろう

さんけい こうさんけい こう

2令和８年（2026）４月
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高梁市の市外局番は「0866」です3 令和８年（2026）４月



玉川小学校玉川小学校
　玉川小学校は、明治６年に前身となる尋常栄幹小学校の創立に始まり、統合や改称を経て、現在の「玉
川小学校」となりました。
　「夢に向かって挑戦し、やりぬく子どもの育成」を教育目標に掲げ、全児童が箏の演奏を行う取り組みで
は、教員をはじめ、保護者や地域住民が指導し、地域全体で児童の育成にあたり音楽会や学習発表会で
披露してきました。

　玉川小学校は、明治６年に前身となる尋常栄幹小学校の創立に始まり、統合や改称を経て、現在の「玉
川小学校」となりました。
　「夢に向かって挑戦し、やりぬく子どもの育成」を教育目標に掲げ、全児童が箏の演奏を行う取り組みで
は、教員をはじめ、保護者や地域住民が指導し、地域全体で児童の育成にあたり音楽会や学習発表会で
披露してきました。

　運動会や学習発表会など家庭や地域の人に見てもらう行
事を頑張ったことが一番の思い出です。地域の皆さんには、
今まで見守り活動や楽しい行事を一緒に行っていただき本
当に感謝しています。おかげで、いつも安全で楽しく過ごす
ことができました。
　将来は保育士になることが夢なので、ここで学んだことを
生かして頑張っていきます。

上田 芙佳さん
(令和８年３月31日卒業)

うえだ　　 ふうか

　これまで学校と連携して、子どもたちと大豆栽培や味噌づ
くり、その他にもさまざまな行事を一緒に行ってきたことが
思い出となっています。
　玉川の子どもたちは本当にいい子です。私自身、玉川小
学校の卒業生であり、学校が無くなることは本当に寂しいで
すが、ここで育った子どもたちが次世代の玉川を担ってくれ
ることを期待し、これからも温かく見守っていきたいと思い
ます。

川上 荘助さん
(玉川町下切)

かわかみ　 そうすけ

～たくさんの出逢いをありがとう～～たくさんの出逢いをありがとう～

m e s s a g e

じんじょうえいかんじんじょうえいかん

4令和８年（2026）４月



令和８年度　当初予算の概要

歳入

歳出 特別会計
総額104億1,374万円（前年並み）
国民健康保険など、特定の収入により特定の事業を�
行うための会計です。

会計名 予算額 対前年増減率
国民健康保険特別会計（事業勘定） 35億5,599万円 -1.4%
へき地診療所特別会計 890万円 -14.5%
後期高齢者医療特別会計 7億5,971万円 18.6%
介護保険特別会計（事業勘定） 50億8,674万円 -3.9%
介護保険特別会計（サービス勘定） 5,650万円 -4.2%
養護老人ホーム特別会計 3億2,855万円 13.7%
特別養護老人ホーム特別会計 3億98万円 3.1%
畑地かんがい事業特別会計 2,863万円 -4.2%
地域開発事業特別会計 2億7,621万円 60.7%
巨瀬財産区特別会計 184万円 -70.5%
宇治財産区特別会計 826万円 9.8%
有漢財産区特別会計 143万円 -69.9%

会計名 予算額 対前年増減率
国民健康保険成羽病院事業会計 26億1,201万円 -3.6%
水道事業特別会計 19億5,179万円 0.7%
下水道事業特別会計 18億722万円 -24.7%

�
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公営企業会計
総額63億7,102万円（前年比9.6% 減）
病院、水道、下水道事業のように独立採算により
特定の事業を行うための予算です。

一般会計
総額249億2,000万円（前年比1.3%増）
福祉や道路、教育、消防など、市の基本的な収入と支
出を管理する会計です。

依依
存存

財財
源源

73.073.0％％

自自 主主
財財

源源
27.027.0％％

市税 15.4％市税 15.4％
38億3,633万円38億3,633万円

繰入金 7.0％繰入金 7.0％
17億5,214万円17億5,214万円

その他自主財源 4.6％その他自主財源 4.6％
11億4,898万円11億4,898万円

地方交付税 40.1％地方交付税 40.1％
99億8,800万円99億8,800万円

市債 10.5％市債 10.5％
26億1,650万円26億1,650万円

国庫支出金 11.2％国庫支出金 11.2％
27億9,100万円27億9,100万円

県支出金 5.1％県支出金 5.1％
12億5,989万円12億5,989万円

その他依存財源 6.1％その他依存財源 6.1％
15億2,716万円15億2,716万円

公債費 14.4％公債費 14.4％
35億9,701万円35億9,701万円

物件費 15.1％物件費 15.1％
37億6,361万円37億6,361万円

維持補修費 0.6％維持補修費 0.6％
1億4,068万円1億4,068万円

普通建設事業費 14.0％普通建設事業費 14.0％
34億8,634万円34億8,634万円

繰出金 6.7％繰出金 6.7％
16億7,719万円16億7,719万円

補助費等 15.0％補助費等 15.0％
37億3,425万円37億3,425万円

その他 0.1％その他 0.1％
2,981万円2,981万円

積立金 1.8％積立金 1.8％
4億5,228万円4億5,228万円

災害復旧費 2.3％災害復旧費 2.3％
5億6,768万円5億6,768万円

人件費 19.5％人件費 19.5％
48億6,341万円48億6,341万円

義務的経費 義務的経費 
44.4％44.4％

投資的経費 投資的経費 
16.3％16.3％

消費的経費 消費的経費 
30.7％30.7％

その他 その他 
8.6％8.6％

扶助費 10.5％扶助費 10.5％
26億774万円26億774万円
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高梁市の市外局番は「0866」です5 令和８年（2026）４月



令和８年度の主な事業を総合計画に掲げる５つの分野に分けて紹介します。

1�心のつながりを大切に支え合い、協働と移住・交流を広げる安心のまち

2�たくましく豊かな心を未来へつなぐ学びのまち

●人口減少対策に係る見える化ツール活用分析事業（460万円）
　�　あらゆる分野の職員からなるチームを編成し、岡山県が作成した少子化要因「見える化」ツー
ルをベースに、県や専門家による支援を受けながら本市の人口減少・少子化の要因を更に掘り下げ、
人口減少の克服に向けて更なる施策を検討する。

●給食材料費補助事業（173万円）
　�　物価高騰による保護者の負担を軽減するため、私立こども園の給食材料費高騰分に対して補助
金を交付する。（公立校・園についても、同様に保護者の負担を軽減するため、高騰分を市費で負
担する。）

●若い世代からの健康づくり事業（9万円）
　�　妊娠前からの重要な栄養素である葉酸のサプリメントを無料で配布することにより、葉酸の適
切な摂取と女性の健康づくりへの周知啓発を図る。（婚姻届出時、妊娠届出時の計２回）

●オンライン健康医療相談事業（262万円）
　�　夜間や休日、医療機関の休診日などに24時間体制で電話やメッセージチャット、動画通話を用
いて小児科医・産婦人科医や助産師に直接相談ができるオンライン健康医療相談事業を実施する。

●子育て世帯向け賃貸住宅建設促進事業（2,000万円）
　�　定住人口の拡大と地域経済の活性化を図るため、市内に
おいて世帯向け賃貸住宅を建設する個人または法人に対
し、建設費用の一部を助成する。

●ふるさと回帰！U・孫ターン支援補助事業（200万円）
　�　本市にゆかりのある人がUターンし、就職・就農・起
業等する場合に、転入・定住費用を補助する。また、孫ター
ンに該当し、要件を満たす場合は、さらに補助額を加算す�
る。

●地域部活動事業（96万円）
　�　市内中学校の休日部活動が令和８年10月から地域へ展開されることに伴い、地域クラブへ補助
金を交付するなど、地域展開の取り組みを進める。

●県立高校魅力化事業（945万円）
　�　市内における高等学校の魅力化と教育体制の継続による地方創生を実現するため、高校魅力化
に関する事業を実施する。

●魚竜化石教育活動普及事業（30万円）
　�　市内で発見された西日本初となる貴重な魚竜化石を活
用した教育普及活動を実施する。

●ジュニア陸上教室開催委託事業（52万円）
　�　スポーツ協会と連携し、高梁市出身のオリンピアンが
指導する陸上教室を開催して競技力向上を図る。

6令和８年（2026）４月



令和８年度　当初予算の概要

3�地域産業・地域資源を活かした活力あるまち

4�美しい自然環境と快適な生活基盤が調和した安心・安全なまち

5�多様な主体との連携の促進による持続可能なまち

●有害鳥獣被害防止対策事業（6,273万円）
　�　猪や鳥類などの有害鳥獣が及ぼす市内の農地や農作物等
への被害を未然に防ぐため、防護柵等の設置に対して補助
金を交付する。

●農地耕作条件改善事業（3,500万円）
　�　担い手、新規就農者用の農地確保のため、農地集積を行
い農業団地を整備する。

●物価高騰対策住宅リフォーム補助事業（1,000万円）
　�　物価高騰により個人消費が落ち込み低迷した地域経済の活性化を図るとともに、建築事業者等
の受注機会の拡大を図るため、住宅のリフォームをする者に対して補助金を交付する。

●２次交通運行助成事業 (100万円）
　�　岡山空港や備中高梁駅などの公共交通拠点から市内の宿泊地や観光施設等へのレンタカー利用
に対して助成金を交付する。

●「森の芸術祭　晴れの国・岡山」関連事業（200万円）
　�　令和９年度開催の「森の芸術祭　晴れの国・岡山」に向け、本開催に先立ち、認知向上と市民
参画の促進を図るため、プレイベント等の関連事業を行う。

●スマートエネルギー導入促進事業（2,000万円）
　�　カーボンニュートラルの実現に向け、太陽光発電システムや蓄電池等の導入、省エネルギー性
能の高い高効率給湯器や高効率エアコンへの買替え等に対して費用の一部を助成する。

●正宗公園改修事業（1,980万円）
　　正宗公園について、公園内の快適性を向上させるため、芝生や日よけ施設等の整備を行う。
●空き家解体・土地流通促進事業（1,000万円）
　�　人口減少により増加する空き家対策として、所有者が抱え
る経済的な負担を軽減しつつ、自発的な解決を促すために、
市内で使われなくなった空き家の解体撤去を行う人に対し、
補助金を交付する。　　

●成羽ふれあいタクシー導入・実証運行事業（527万円）
　　成羽地域での乗合タクシーの導入・実証運行を開始する。

●未来人材育成基金事業（807万円）
　�　企業版ふるさと納税制度を活用し、地域産業の担い手と
なる若者の奨学金返還を支援する。

●住民票等コンビニ交付導入事業（2,774万円）
　�　住民票、印鑑証明、所得・課税証明をコンビニで交付す
るシステムを整備する。

高梁市の市外局番は「0866」です7 令和８年（2026）４月
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令和８年度令和８年度　　笠岡市・井原市・高梁市・浅口市笠岡市・井原市・高梁市・浅口市
職員採用合同説明会職員採用合同説明会を開催しますを開催します

日　時　　４月26日（日）
　　　　 　午後０時30分～４時35分（受け付けは正午から）

場　所　　サンピーチ OKAYAMA ３階
　　　　　　（岡山市北区駅前町２丁目３－31）

参加自治体　　笠岡市、井原市、高梁市、
　　　　　　　浅口市

内　容　　�各自治体が個別会場で先輩職員・採
用担当者と気軽に話せるフリートー
クを計4回実施します。仕事の内容
や給料、休暇など、現場の生の声を
聞くことができます。

参加費　　�無料（予約不要・服装自由・
入退場自由）

問総務課　☎21－0205
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総
務
部
税
務
課
主
事�

大お
お
の野　

美み

ゆ有

　
総
務
部
税
務
課
主
事�

三み
む
ら村　
祥し

ょ
う
た太

　

�

市
民
生
活
部
市
民
課
主
事

�

安や
す
ま
つ松　

祐ゆ

か香

　
市
民
生
活
部
有
漢
地
域
局
主
事

�

難な
ん
ば波　
良よ

し
あ
き彰

　
消
防
本
部
予
防
課
消
防
士

�

春は
る
た田

康こ
う
じ
ろ
う

二
朗

　
消
防
本
部
警
防
課
消
防
士

�

寺て
ら
い井　
雅ま

さ
と人

　
消
防
署
消
防
士�

稗ひ
え
だ田　
純じ

ゅ
ん
や也

　
消
防
署
消
防
士�

中な
か
む
ら村　
佳よ

し
き貴

　
教
委　
成
羽
こ
ど
も
園
保
育
教
諭

�

川か
わ
か
み上　

成な
る
み美

　
教
委　
川
上
こ
ど
も
園
保
育
教
諭

�

高た
か
き木　
　
昴す

ば
る

高梁市の市外局番は「0866」です9 令和８年（2026）４月



青
少
年
健
全
育
成

青
少
年
健
全
育
成

��

功
労
者
表
彰

功
労
者
表
彰

　
平
成
22
年
の
団
体
発
足
以
来
、
15
年

の
長
き
に
わ
た
っ
て
津
川
小
学
校
で
の

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し
む
こ

と
で
豊
か
な
感
受
性
の
育
成
を
図
る
と

と
も
に
読
書
活
動
推
進
に
も
寄
与
し
て

お
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
村
建
設
株
式
会
社
か
ら
の
寄
付
を

基
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
功
績
の

あ
っ
た
個
人・団
体
に
表
彰
し
ま
し
た
。

　
昭
和
62
年
に
川
上
農
業
高
等
学
校
で

発
足
以
来
、
38
年
の
長
き
に
わ
た
り
活

動
を
継
続
し
、
平
成
16
年
の
再
編
後
も

そ
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
多
数

の
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
公
演
に
参
加
し
て

地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
近
年
で
は
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
に
参
加
す
る
な
ど
、
備
中
神
楽
の

継
承
・
振
興
を
通
じ
て
青
少
年
の
健
全

育
成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

井
いのうえ

上　さつき さん

首
しゅどう

藤　優
ゆ づ き

月 さん

津川おはなし会

岡山県立高梁城南高等学校
郷土芸能部　顧問

�

問
社
会
教
育
課　
☎
21

―

１
５
１
４

　
昭
和
43
年
の
設
立
以
来
、
56
年
の
長

き
に
わ
た
り
剣
道
の
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
日
々
の
練
習
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
の
技
術
・
体
力
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
仲
間
と
の
協
調
性
や
礼
節
を

育
む
な
ど
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

那
な す

須　照
しょうじ

嗣 さん

地頭剣道スポーツ少年団
指導者

全
国
大
会
出
場

全
国
大
会
出
場（
結
果
）

（
結
果
）

２
０
２
６
年
度
第
24
回
全
日
本
学
生
室

内
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
個
人
選
手
権
大
会

�

（
２
月
・
長
崎
県
）

奥
お く だ

田　梨
り

琴
こ

 さん
（吉備国際大学２年）

三
みつえだ

枝　蒼
そ う や

弥 さん
（吉備国際大学１年）

56位９位

濱
はまぐち

口　昊
ひなた

 さん
（吉備国際大学１年）

17位

Dance Drill W
inter Cup

２
０
２
６

第
17
回
全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル

冬
季
大
会�

（
１
月
・
東
京
都
）

�HIPHO
P

女
子
部
門Sm

all

編
成　
６
位

第
60
回
全
国
高
等
専
門
学
校
体
育
大
会

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技　
兼

第
56
回
全
国
高
等
専
門
学
校
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会�

（
１
月
・
兵
庫
県
）

�

３
位

令
和
７
年
度
全
国
高
等
学
校
選
抜
自
転

車
競
技
大
会�

（
３
月
・
群
馬
県
）

�

予
選
敗
退

大
おおつき

月　凛
り ん

音 さん
（総社南高校２年）

小
こばやし

林　優
ゆ う き

輝 さん
（津山工業高等専門学校２年）

藤
ふ じ い

井　天
てんしょう

翔 さん
（水島工業高校２年）

　
全
国
大
会
に
出
場
し
、
以
下
の
と
お

り
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

10令和８年（2026）４月



功績・栄光をたたえます

予約方法：台数に限りがありますので早めにご予約お願いします。
電話または店頭で「広報たかはしを見た」とお伝えください。

タントスローパー
基本料金 時間 免責補償料

円 → 円 安心 プランは別

備中高梁駅前店【広報たかはし】限定！

「 福祉車両キャンペーン 」車椅子ごと乗れます。 期間限定：４月１５日（水）〜６月３０日（火）
福祉車両「タントスローパー」車椅子１名 ２名

タントスローパー

トヨタレンタリース岡山
備中高梁駅前店

住所 ： 高梁市旭町
電話 ：
営業時間 ：

詳しくは、お問い合わせください

トヨタレンタリース岡山

トヨタレンタリース岡山

２２００％OFF

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

第
25
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会�

（
３
月
・
千
葉
県
）

�

１
回
戦
敗
退

文
部
科
学
大
臣
杯 

第
17
回
全
日
本
少

年
春
季
軟
式
野
球
大
会
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト�

（
３
月
・
岡
山
県
）

�

２
回
戦
敗
退

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ

プ
兼
第
22
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中

学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

�

（
３
月
・
熊
本
県
）

�

ベ
ス
ト
８

令
和
７
年
度 

第
37
回
都
道
府
県
対
抗

全
日
本
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

�

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　
ベ
ス
ト
32

�

都
道
府
県
対
抗
戦　
２
回
戦
敗
退

第
11
回
全
国
ミ
ズ
ノ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア

選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

�

（
３
月
・
三
重
県
）

�

団
体
予
選
リ
ー
グ
戦　
予
選
敗
退

�

個
人　
ベ
ス
ト
32

第
44
回
全
国
高
等
学
校
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
大
会

�

（
３
月・大
阪
府
、和
歌
山
県
、奈
良
県
）

�

２
回
戦
敗
退

松
まつおか

岡　芹
せ り か

果 さん
（総社ジュニア）

藤
ふ じ い

井　結
ゆ い と

斗 さん

川
かわにし

西　結
ゆ い と

夢 さん

川
かわかみ

上　結
ゆうせい

生 さん

上
うえやま

山　颯
は や と

斗 さん

清
きよもと

元　晴
は る と

翔 さん

藤
ふ じ の

野　兼
けんしん

臣 さん

（岡山オール井原アローズ）

（岡山県選抜）

川
かわかみ

上　凉
りょうせい

生 さん

（Ｋ
ケ ー ナ イ ツ
－ＮＩＧＨＴＳ）

橋
はしもと

本　真
ま お

央 さん
（創志学園高校２年）

第
44
回
全
国
高
等
学
校
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
大
会�

（
３
月
・
高
知
県
）

�

３
回
戦
敗
退

藤
ふ じ の

野　新
あ ら た

汰 さん
（高梁高校１年）

※学年は開催時のものです
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く
ら
し

ご
み
出
し
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
高
齢
や
障
害
に
よ
り
家
庭
ご
み
を
自

力
で
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
す
こ
と

が
困
難
な
世
帯
を
対
象
に
、
週
１
回
の

戸
別
収
集
を
行
い
ま
す
。
要
介
護
・
要

支
援
認
定
者
や
視
覚
ま
た
は
肢
体
不
自

由
２
級
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
人
の
み
で
構
成
さ
れ
、
周
囲
の

協
力
が
得
ら
れ
な
い
世
帯
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
詳
し
い
要
件
、

申
請
方
法
な
ど
は
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
環
境
課�

☎
21

―

０
２
５
９

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
は
、

子
ど
も
や
子
育
て
世
帯
を
社
会
全
体
で

支
え
る
仕
組
み
で
す
。

　
支
援
金
は
、
医
療
保
険
（
国
民
健
康

保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
、
社
会
保
険

な
ど
）
の
保
険
料
な
ど
と
併
せ
て
納
め

て
い
た
だ
き
、
国
の
子
育
て
支
援
の
取

り
組
み
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
制
度
の
詳
細
は
、
こ
ど

も
家
庭
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課�

☎
21

―

０
２
５
８

「
行
財
政
改
革
強
化
集
中

プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た

商
品
車
に
係
る

軽
自
動
車
税
の
課
税
免
除

　
近
年
の
物
価
高
騰
や
賃
金
上
昇
な
ど

に
よ
る
財
政
の
悪
化
を
防
ぎ
、
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
を
実
現
し
て
い
く
た

め
、「
高
梁
市
行
財
政
改
革
強
化
集
中

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
詳
し
く

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
財
政
課�

☎
21

―

０
２
８
５

　
自
動
車
販
売
業
者
等
が
販
売
目
的
で

保
有
し
使
用
し
て
い
な
い
商
品
車
に
係

る
軽
自
動
車
税
を
届
出
に
よ
り
免
除
し

ま
す
。

免
除
対
象
の
条
件

・�

４
月
１
日
現
在
で
、
所
有
者
と
使
用

者
が
同
一
で
あ
る
こ
と

・�
取
得
時
と
の
走
行
距
離
の
差
が
50
㎞

未
満

必
要
書
類
（
次
の
書
類
を
5
月
20
日

（
水
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

・
課
税
免
除
申
請
書

・�

古
物
商
許
可
証
の
写
し
、古
物
台
帳
の
写
し

・
車
検
証
の
写
し

・
状
況
写
真

　
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課�

☎
21

―

０
２
１
４

市
営
住
宅
等
の
連
帯
保
証

人
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

　
令
和
８
年
度
か
ら
、
市
営
住
宅
な
ど

へ
新
た
に
入
居
さ
れ
る
人
に
対
し
て
、

連
帯
保
証
人
の
確
保
を
求
め
な
い
こ
と

と
し
ま
し
た
。
代
わ
り
に
、
入
居
者
に

不
測
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
の
連
絡
先

と
な
る
人
（
緊
急
連
絡
人
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

問
都
市
整
備
課�

☎
21

―

０
２
３
７

空
家
等
管
理
活
用
支
援

法
人
の
指
定
に
つ
い
て

　
市
の
空
き
家
対
策
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
空
家
等
管
理
活
用
支
援

法
人
を
随
時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

第
１
号
と
し
て
「
特
定
非
営
利
活
動
法

人
空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を
空
家

等
管
理
活
用
支
援
法
人
と

し
て
指
定
し
ま
し
た
。

問
協
働
定
住
課�

☎
21

―

０
２
８
２

令和８年度の
国民年金保険料は
� 月額17,920円です

　保険料が割引になる「前納」や納付
が困難な時の「保険料免除制度」もあ
ります。
　詳しくは高梁年金事務所または市民
課へお問い合わせください。
問�日本年金機構高梁年金事務所☎21―

0570（案内に沿ってダイヤル②→②
の順に押してください）

　市民課　☎21―0258

納付書
口座振替
決済アプリ

インターネット納付
クレジットカード

で納付できます。

12令和８年（2026）４月



お知らせ

　
高
梁
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
屋
外
広
告
物
申
請
の
許
可
手
数

料
が
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
都
市
整
備
課�

☎
21

―

０
２
３
８

　
緑
の
募
金
は
学
校
・
公
園
・
公
共
施

設
な
ど
の
緑
化
に
活
用
さ
れ
、
４
月
、

５
月
は
「
春
の
み
ど
り
の
月
間
」
と
し

て
緑
の
募
金
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
緑
化
の
推
進
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

町
内
会
・
任
意
団
体
な
ど
は
募
金
を
取

り
ま
と
め
、
農
林
課
、
各
地
域
局
、
各

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
５
月
29
日（
金
）

ま
で
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
緑

の
募
金
事
業
と
し
て
実
施
す
る
苗
木
の

配
布
を
希
望
す
る
場
合
は
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課�

☎
21

―

０
２
２
５

屋
外
広
告
物
申
請
の
許
可

手
数
料
が
変
更

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

下水道の使用料金についてのお知らせ　問上下水道課　☎ 21―0245

下水道の使用に関するお願い

　下水道を使用したときは、排出した汚水の量に応じて「下水道使用料」がかかります。下水道使用料は、
処理場や汚水管などの維持管理費として使われています。
　なお、排出した汚水の量が０㎥であっても基本料金がかかります。特別な理由で長期間空き家となる
場合は、中止の手続きをしてください。

●使用料の納入方法
　市から送付する納入通知書により、上下水道課、各地域局、各地域市民センター、指定の金融機関、
コンビニエンスストア、スマートフォンアプリで納められるほか、口座振替でも支払いができます。

●下水道使用水量の認定方法

　下水道管の詰まりやポンプ等設備の故障が発生
しますので、次の注意事項を確認のうえご使用く
ださい。
　◆生ごみを捨てない
　　�ごみカゴ・流し口の目皿を使用し、細かく砕
かれたものも流れないようにしてください。

　◆油を流さない
　　油は冷えて固まるので流さないでください。
　　�油は新聞紙や処理剤等を使用し、ゴミとして

上水道のみ使用している場合 上水道の使用水量を下水道の使用水量とします
井戸水のみ使用している場合 世帯員３人まで１人につき７㎥、４人目から１人につき３㎥

上水道と井戸水を併用している場合 世帯員３人まで１人につき４㎥、４人目からは１人につき２㎥
を上水道の使用水量に加算

井戸水を営業用に使用している場合 使用の状態に応じて決定
※井戸水を使用している場合、世帯の人数に変更が生じたら届け出が必要です。

●使用料の算定方法
区　　　　　分 金　　　額

一般汚水
基本料金 基本水量８㎥まで 1,067円

超過料金（１㎥につき） ８㎥を超えるもの 176円
※基本料金と超過料金の合計額に10円未満の端数があるときは切り捨てます。
　また、金額には消費税が含まれています。

捨ててください。
　◆トイレにものを流さない
　　�トイレットペーパー以外のものを流さないで
ください。

　　�また、トイレに流せるクリーナーなども流さ
ないでください。

　◆排水設備の点検をする
　　�月に１回程度、敷地内の汚水マスのふたを開
けて点検・清掃を行ってください。

高梁市の市外局番は「0866」です13 令和８年（2026）４月



　
４
月
１
日
か
ら
林
野
火
災
の
発
生
を

防
ぐ
た
め
、「
林
野
火
災
注
意
報
」「
林

野
火
災
警
報
」
が
運
用
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
林
野
火
災
注
意
報
ま
た
は

林
野
火
災
警
報
発
表
時
に
は
、「
火
入

れ
」
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、

火
入
れ
中
に
あ
っ
て
は
、
速
や
か
に
消

火
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し 

た
。

※�「
火
入
れ
」
は
、「
野
焼
き
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

「
火
入
れ
」と
は

　

森
林
ま
た
は
森
林
の
周
囲
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
あ
る
原
野
、
山

岳
、荒
廃
地
そ
の
他
の
土
地
に
お
い
て
、

そ
の
土
地
の
上
に
あ
る
立
木
竹
、雑
草
、

堆
積
物
等
を
森
林
法
に
よ
り
、
市
の
許

可
を
受
け
て
面
的
に
焼
却
す
る
行
為
を

い
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
農
林
課�
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「
火
入
れ
」に
つ
い
て

高
たか
梁
はし
市
し
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
協
きょう
議
ぎ
会
かい
からのお知

し
らせ

　高
たか
梁
はし
市
し
には、留

りゅう
学
がく
生
せい
や企

き
業
ぎょう
で働

はたら
いている外

がい
国
こく
人
じん
など約

やく
900人

にん
が住

す
んでいます。こうした外

がい
国
こく
人
じん
市
し
民
みん
と

日
に
本
ほん
人
じん
市
し
民
みん
が、お互

たが
いの異

こと
なる文

ぶん
化
か
や習

しゅう
慣
かん
を尊

そん
重
ちょう
しあいながら暮

く
らしていく多

た
文
ぶん
化
か
共
きょう
生
せい
のまちづくりが

必
ひつ
要
よう
となっています。� 問高

たか
梁
はし
市
し
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
協
きょう
議
ぎ
会
かい
（秘

ひ
書
しょ
企
き
画
かく
課
か
）　☎21―0208

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

（無
む

料
りょう

）
　外

がい
国
こく
人
じん
の皆

みな
さん、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
室
しつ
に来

き
ませんか。

　高
たか
梁
はし
市
し
に住

す
んでいる外

がい
国
こく
人
じん
は、だれでも参

さん
加
か
できま

す。
　日

に
本
ほん
語
ご
の勉

べん
強
きょう
だけでなく、日

に
本
ほん
に昔

むかし
から伝

つた
わってい

る行
ぎょう
事
じ
をしたり、日

に
本
ほん
の料

りょう
理
り
をみんなでつくり、食

た
べ

たりしています。
　日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
室
しつ
は、月

つき
に２回

かい
、日

にち
曜
よう
日
び
の９時

じ
30分

ぷん
から

11時
じ
まで高

たか
梁
はし
市
し
図
と
書
しょ
館
かん
で開

ひら
いています。参

さん
加
か
したい

人
ひと
は、市

し
役
やく
所
しょ
に電

でん
話
わ
を

かけて日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
室
しつ
のあ

る日
ひ
を確

かく
認
にん
してくださ

い。電
でん
話
わ
番
ばん
号
ごう
は0866－

21－0208です。

会
かい

員
いん

を募
ぼ

集
しゅう

　高
たか
梁
はし
市
し
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
協
きょう
議
ぎ
会
かい
の会

かい
員
いん
を募

ぼ
集
しゅう
し

ています。外
がい
国
こく
人
じん
との交

こう
流
りゅう
事
じ
業
ぎょう
や、イベ

ントなどをご案
あん
内
ない
します。

個
こ

人
じん

会
かい

員
いん
　年

ねん
会
かい
費
ひ
 1,000円

えん

法
ほう

人
じん

・団
だん

体
たい

会
かい

員
いん
　年

ねん
会
かい
費
ひ
 5,000円

えん

　また、国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
事
じ
業
ぎょう
のサポートをしてい

ただける国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
ボランティアや、翻

ほん
訳
やく
・

通
つう
訳
やく
ボランティアも募

ぼ
集
しゅう
しています。

外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

との交
こう

流
りゅう

事
じ

業
ぎょう

を応
おう

援
えん

　町
ちょう
内
ない
会
かい
やコミュニティ単

たん
位
い
で、外

がい
国
こく
人
じん
と

の交
こう
流
りゅう
事
じ
業
ぎょう
を実

じっ
施
し
する場

ば
合
あい
、高

たか
梁
はし
市
し
国
こく
際
さい

交
こう
流
りゅう
協
きょう
議
ぎ
会
かい
から開

かい
催
さい
経
けい
費
ひ
の助

じょ
成
せい
などの支

し

援
えん
をします。

外
がい

国
こく

人
じん

のための相
そう

談
だん

会
かい

（無
む

料
りょう

）
　外

がい
国
こく
人
じん
が日

に
本
ほん
でできることや日

に
本
ほん
にいることができ

る期
き
間
かん
などについて相

そう
談
だん
できます。２か月

げつ
に１回

かい
開
ひら
い

ています。相
そう
談
だん
は無

む
料
りょう
です。相

そう
談
だん
したい人

ひと
は、市

し
役
やく
所
しょ

に電
でん
話
わ
をかけて、相

そう
談
だん
会
かい
がある日

ひ
を確

かく
認
にん
してください。

電
でん
話
わ
番
ばん
号
ごう
は0866－21－0208です。

※この記事は外国人の方に読みやすいよう、全てふりがなを入れています。

14令和８年（2026）４月



お知らせ

消
防
署
だ
よ
り

林
野
火
災
予
防
の
対
策
強
化

林
野
火
災
予
防
の
対
策
強
化

　
令
和
７
年
２
月
に
岩
手
県
大
船
渡
市
で

発
生
し
た
大
規
模
な
林
野
火
災
を
受
け
、

林
野
火
災
予
防
の
対
策
強
化
が
全
国
的
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。４
月
１
日
か
ら「
林

野
火
災
注
意
報
」
お
よ
び
「
林
野
火
災
警

報
」が
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

林
野
火
災
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

新
し
い
制
度
で
す
。林
野
火
災
の
予
防
上
、

危
険
な
気
象
状
況
と
な
っ
た
場
合
に
発
令

さ
れ
ま
す
。

林
野
火
災
注
意
報
の
発
令
基
準

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
発

令
さ
れ
ま
す
。

⑴�

前
３
日
間
の
合
計
降
水
量
が
１
㎜
以

下
、
か
つ
、
前
30
日
間
の
合
計
降
水
量

が
30
㎜
以
下
の
と
き

⑵�

前
３
日
間
の
合
計
降
水
量
が
１
㎜
以

下
、
か
つ
、
乾
燥
注
意
報
が
発
表
さ
れ

て
い
る
と
き

林
野
火
災
警
報
の
発
令
基
準

　
林
野
火
災
注
意
報
の
条
件
に
加
え
て
、

「
強
風
注
意
報
」
が
発
表
さ
れ
て
い
る
と

き
に
発
令
さ
れ
ま
す
。

※�

ど
ち
ら
も
発
令
基
準
に
該
当
し
な
く

な
っ
た
時
点
で
解
除
と
な
り
ま
す
。

発
令
さ
れ
た
と
き
に
は

　
林
野
火
災
の
出
火
原
因
の
多
く
は
人
為

的
な
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
林
野
火

災
注
意
報
、
林
野
火
災
警
報
の
発
令
時
に

は
、
市
内
全
域
に
お
い
て
屋
外
で
の
「
火

の
使
用
制
限
」
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
火
の

使
用
制
限
と
は
次
の
６
項
目
に
な
り
ま
す
。

⑴�

山
林
、
原
野
等
に
お
い
て
火
入
れ
を
し

な
い
こ
と
。

⑵
煙
火
（
花
火
）
を
消
費
し
な
い
こ
と
。

⑶�

屋
外
に
お
い
て
火
遊
び
、
ま
た
は
た
き

火
を
し
な
い
こ
と
。

⑷�

屋
外
に
お
い
て
は
、
引
火
性
、
ま
た
は

爆
発
性
の
物
品
そ
の
他
の
可
燃
物
の
付

近
で
喫
煙
を
し
な
い
こ
と
。

⑸�
山
林
、
原
野
等
に
お
い
て
は
火
災
が
発

生
す
る
お
そ
れ
が
大
で
あ
る
と
す
る
場

所
で
喫
煙
を
し
な
い
こ
と
。

⑹�

残
火
（
た
ば
こ
の
吸
い
殻
を
含
む
）、

取
灰
、ま
た
は
火
粉
を
始
末
す
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
「
火
の
使
用
制
限
」
は
、
林

野
火
災
注
意
報
時
は
努
力
義
務
で
す
が
、

林
野
火
災
警
報
時
に
は
義
務
と
な
り
、
違

反
す
る
と
「
30
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た

は
拘
留
」
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　
林
野
火
災
注
意
報
・
警
報
が
発
令
さ
れ

た
と
き
、
そ
れ
は
林
野
火
災
発
生
リ
ス
ク

が
高
ま
っ
た
と
き
で
す
。
屋
外
で
の
火
の

使
用
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　
林
野
火
災
は
、
ひ
と
た
び
発
生
す
る
と

広
範
囲
に
延
焼
し
、
尊
い
命
や
貴
重
な
森

林
資
源
を
失
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
一
人

一
人
の
注
意
が
大
き
な
被
害
を
防
ぎ
ま

す
。
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

林
野
火
災
注
意
報
・
警
報
の
発
令
情
報

を
メ
ー
ル
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

配
信
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら

の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
協
力
者
に

消
防
協
力
者
に

��

感
謝
状
を
贈
呈　

感
謝
状
を
贈
呈　

　
消
防
協
力
者
４
名
に
対
し
、
高
梁
市
消

防
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
令

和
８
年
１
月
、
市
内
の
共
同
住
宅
に
お
い

て
、
い
ち
早
く
異
変
に
気
づ
き
相
互
に
連

携
を
図
り
な
が
ら
火
災
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
た
。
住
人
を
迅
速
に
避
難
さ
せ
た
勇
気

あ
る
行
動
と
冷
静
で
的
確
な
対
応
は
、
地

域
全
体
の
安
心
・
安
全
を
支
え
る
模
範
と

な
る
も
の
で
す
。

【
受
領
者
】（
敬
称
略
）

　
松ま
つ
い井

琳り

こ子　
　
吉
備
国
際
大
学
生

�

（
シ
ャ
ル
ム
所
属
）

　
村む
ら
た田

梨り

ほ帆　
　
吉
備
国
際
大
学
生

�

（
シ
ャ
ル
ム
所
属
）

　
福ふ
く
し
ま島

知ち

か華　
　
吉
備
国
際
大
学
生

　
川か
わ
た田

慎し
ん
ご悟　

　
吉
備
国
際
大
学
生

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

３
月
の
火
災
・
救
急
件
数

火
災
５
件
（
前
月
よ
り
４
件
増
）

救
急
１
５
０
件
（
前
月
よ
り
13
件
減
）
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令
和
７
年
度 

消
防
功
労
者
消
防

庁
長
官
表
彰
者�

（
敬
称
略
）

永
年
勤
続
功
労
章

　

�

近ち
か
ひ
さ久

誠せ
い
じ治（

成
羽
自
動
車
）、
山や
ま
ぐ
ち口

史し
ろ
う朗（
落
合
松
原
）、
大お
お
い
し石
丈じ
ょ
う
じ司（
高

倉
）、
石い

し
い井

章あ
き
よ
し義（

備
中
）

令
和
７
年
度 

優
良
消
防
団
員
定

例
表
彰
財
団
法
人
日
本
消
防
協

会
長
表
彰
者�

（
敬
称
略
）

功
績
章

　

�

仲な
か
だ田

義よ
し
あ
き昭（

団
本
部
）

精
績
章

　

�

宮み
や
な
が永
康や
す
お雄（
高
倉
）、
山や
ま
が
た縣　

始は
じ
め（
有

漢
）、
三み

お尾
宣の
ぶ
ゆ
き行（

消
防
本
部
）

勤
続
章

　

�

三み
か
み上
雅ま
さ
ひ
ろ博（
高
梁
）、
乗の
り
ご
え越
秀ひ
で
あ
き昭（
津

川
）、
大お

お
つ
か塚

清き
よ
し志（

川
上
）、
三み
た
か高

秀ひ
で
ゆ
き之（
備
中
）、
秋あ
き
お
か岡
修し
ゅ
う
じ司（
成
羽
自

動
車
）、
柳や

な
い井

宗そ
う
い
ち
ろ
う

一
郎（
成
羽
自
動

車
）、
松ま

つ
も
と本

昌ま
さ
あ
き晃（

成
羽
）、
宮み
や

本も
と

賢け
ん
じ次（
川
上
）、
松ま
つ
だ田
哲て
つ
ろ
う朗（
備
中
）、

内な
い

藤と
う

忠た
だ
し史（

高
梁
）、
笹さ
さ
だ田

倫み
ち
の
り典（

高

梁
）、
横よ

こ

山や
ま　

大ふ
と
し（

高
梁
）、
小こ
み
や
ま

見
山

弘ひ
ろ
ゆ
き行（
高
梁
）、
藤ふ
じ
も
り森
浩こ
う
じ二（
有
漢
）、

馬う
ま
や
ま山

友と
も
ひ
ろ宏（

川
上
）、
曽そ
が
わ川　

晃あ
き
ら（

川

上
）、
津つ

も
り森
芳よ
し
と
も友（
川
上
）

問�

消
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高梁市の市外局番は「0866」です15 令和８年（2026）４月



令和８年度　町内会でご活用いただける事業一覧
事　業　名 事　　業　　内　　容 担当課・連絡先

行政協力報償金 町内会を通じてお願いする行政協力役務等に
対する報償金

協働定住課　☎21-0254

防犯灯設置事業補助金 LED防犯灯の設置・交換に対する補助金

高梁市出身者等受入事業奨励金
町内会が環境美化活動や伝統文化継承等のた
めに取り組む事業に市外在住の高梁市出身者
等を受入、協働で実施する事業に対する奨励金

地域集会所整備費補助金 地域の自主的なまちづくりを推進する拠点と
なる集会所の整備に対する補助金

ごみ減量化協力団体報奨金 資源回収を実施した団体に対する報奨金
環境課　☎21-0259

ごみ等収集施設設置費補助金 ごみステーションの新設、修繕に対する補助
金

自主防災組織活動促進事業補助金 自主防災組織の活動に係る費用や資機材整備
等に対する補助金 危機管理課　☎21-0246

道路維持管理作業報奨金 市道等の維持管理作業（草刈等）に対する報
奨金

建設課　☎21-1204
農林課　☎21-0222
西部土木事務所　☎45-4510

小規模建設工事補助金 市道等の新設・改良・修繕等または災害復旧
工事を地区が施工する場合に対する補助金

建設課　☎21-1204
西部土木事務所　☎45-4510

上記の事業が次年度も引き続き行われるとは限りませんのでご理解をお願いします。

空
き
家
解
体
・
土
地
流
通

促
進
事
業
補
助
金

特
殊
詐
欺
被
害
対
策

電
話
機
等
設
置
補
助
金

多
子
世
帯
い
き
い
き

子
育
て
応
援
金
を
支
給

ふ
る
さ
と
回
帰
！
Ｕ
・
孫
タ
ー
ン

支
援
事
業
補
助
金

　
良
好
な
住
環
境
の
形
成
の
促
進
と
土

地
の
利
活
用
に
よ
る
定
住
人
口
の
増
加

を
図
る
た
め
、
空
き
家
等
を
解
体
す
れ

ば
、
住
宅
建
築
用
地
と
し
て
活
用
の
見

込
み
が
あ
る
場
合
、
解
体
に
係
る
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額　
空
き
家
解
体
に
要
す
る
経

費
の
３
分
の
１
の
額
（
上
限
70
万
円
）

　
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
協
働
定
住
課�

☎
21

―

０
２
８
２

　
特
殊
詐
欺
等
に
よ
る
被
害
の
防
止
を

図
る
た
め
、
特
殊
詐
欺
等
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
機
器
の
購
入
に
要
す
る
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額　
機
器
の
購
入
等
に
要
す
る
費

用
の
２
分
の
１
の
額（
上
限
５
０
０
０
円
）

※�

ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
契
約
に
か

か
る
費
用
は
対
象
外
。
詳
し
く
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
協
働
定
住
課�

☎
21

―

０
２
５
４

　
第
３
子
以
降
の
児
童
の
保
護
者
に
対

し
、
小
中
学
校
等
へ
入
学
し
た
児
童
・

生
徒
一
人
に
つ
き
５
万
円
の
入
学
祝
金

を
支
給
し
、
子
育
て
を
す
る
家
庭
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
、
子
育
て
支
援
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

※�

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
対
象
と
な

る
人
は
、
５
月
１
日（
金
）か
ら
５
月

31
日（
日
）ま
で
に
申
請
書
を
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課�

☎
21

―

２
６
６
６

　

市
内
へ
の
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図

る
た
め
、
市
内
に
ゆ
か
り
を
持
つ
人
が
Ｕ

タ
ー
ン
し
就
業
す
る
場
合
や
、
祖
父
母

が
本
市
に
住
ん
で
い
る
方
が
移
住
し
就
業

す
る
場
合
な
ど
に
、
転
入
に
係
る
費
用
お

よ
び
定
住
に
係
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額　
子
育
て
世
帯
上
限
20
万
円

子
育
て
世
帯
以
外
の
世
帯
上
限
15
万
円

　
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
協
働
定
住
課�
☎
21

―

０
２
８
２
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お知らせ

使
用
期
間　
届
い
た
日
か
ら
令
和
８
年

12
月
31
日（
木
）ま
で

※�

商
品
券
の
利
用
可
能
店
舗
な
ど
の
情

報
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
へ
掲
載

し
、随
時
更
新
し
ま
す
。

営
業
日
時
な
ど
は
各
店

舗
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
産
業
振
興
課�

☎
21

―

０
２
２
９

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

促
進
補
助
金

た
か
は
し
暮
ら
し
応
援

商
品
券
を
配
布

令
和
８
年
度
新
製
品
開
発
等

支
援
事
業
補
助
金

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に

向
け
、
太
陽
光
発
電
、
蓄
電
池
、
高
効

率
給
湯
器
、
高
効
率
エ
ア
コ
ン
な
ど
の

導
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

太
陽
光
発
電
：
５
万
円
／
kW
上
限
20
万

円
、
高
効
率
給
湯
器
：
補
助
対
象
経
費

の
１
／
５
上
限
８
万
円
な
ど

　

そ
の
他
に
も
対
象
機
器
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
い
要
件
な
ど
は

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
環
境
課�

☎
21

―

０
２
５
９

　
市
民
生
活
を
支
援
し
、
市
内
消
費
拡

大
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め

「
た
か
は
し
暮
ら
し
応
援
商
品
券
」
を

配
布
し
ま
す
。

配
布
対
象　
令
和
８
年
３
月
１
日
時
点

で
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
が
あ
る
人

配
布
額　
１
人
５
０
０
０
円
分
（
１
０

０
０
円
×
５
枚
）

配
布
方
法　
４
月
下
旬
か
ら
順
次
、
世

帯
主
宛
て
に
ゆ
う
パ
ッ
ク
で
配
達
し
ま

す
。
到
着
ま
で
１
カ
月
程
度
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※�

配
達
時
に
不
在
だ
っ
た
場
合
、
郵
送

日
か
ら
１
週
間
は
郵
便
局
で
保
管
さ

れ
、
保
管
期
間
が
過
ぎ
た
商
品
券
は

産
業
振
興
課
で
保
管
し
ま
す
。
窓
口

で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
本
人
確
認

書
類
の
写
し
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
産
業
振
興
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
内
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
製

品
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
開
発
に

係
る
事
業
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業

者
・
団
体
・
個
人

公
募
期
間　

４
月
６
日

（
月
）～
６
月
５
日（
金
）

　
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
産
業
振
興
課�

☎
21

―

０
２
２
９

令
和
８
年
度
高
梁
市
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助
金

補
助
対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

で
あ
っ
て
、
そ
の
人
自
ら
が
居
住
す
る

住
宅
等

補
助
金
額　
補
助
対
象
工
事
費
の
総
額

が
20
万
円
（
税
込
み
）
以
上
。
対
象
工

事
費
の
１
／
10
（
上
限
10
万
円
）

対
象
工
事　
市
内
事
業
者
が
施
工
す
る

内
装
・
外
装
工
事
等
（
ス
マ
ー
ト
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
促
進
補
助
金
対
象
機
器
は

対
象
外
）

　
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
産
業
振
興
課�

☎
21

―

０
２
２
９
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か
ら
40
万
円
（
災
害
復
旧
工
事
は
例

年
ど
お
り
上
限
は
１
０
０
万
円
）
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
事
業

①�

舗
装
整
備
、
側
溝
整
備
、
土
留
擁
壁

整
備

②�

災
害
復
旧
工
事
（
公
共
災
害
の
規
定

に
準
ず
る
）

　
着
工
前
に
申
請
が
必
要

で
す
。
交
付
要
件
な
ど
詳

し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課�

☎
21

―

１
２
０
４

　
西
部
土
木
事
務
所�

☎
45

―

４
５
１
０

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

市
道
維
持
管
理
作
業

（
草
刈
等
）報
奨
金

　
地
域
の
道
路
（
市
道
、
農
道
お
よ
び

林
道
の
う
ち
、
市
道
に
準
ず
る
生
活
道

路
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
市
長
が
指
定
し

た
も
の
）
の
維
持
管
理
作
業
（
草
刈
り

等
）に
対
し
て
報
奨
金
を
支
給
し
ま
す
。

報
奨
額

　

�

年
２
回
以
上
実
施
…
１
８
０
０
円
／

１
０
０
ｍ

　

�

年
１
回
の
み
実
施
…
１
２
０
０
円
／

１
０
０
ｍ

　

�

２
団
体
以
上
、
共
同
で
実
施
（
事
前

に
相
談
が
必
要
）
…
３
０
０
０
円
／

１
０
０
ｍ

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
草
刈
報
奨
金
の
写

真
の
提
出
は
紙
媒
体
だ
け
で
し
た
が
、

こ
の
た
び
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
提
出
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
左
記
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
撮
影
を
し
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
し
て
写
真
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
と
請
求
書
に
つ
い
て
は
今
ま

で
通
り
作
業
終
了
後
、
速
や
か
に
紙

媒
体
で
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
支
給
条
件
な

ど
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課�

☎
21

―

１
２
０
４

　
西
部
土
木
事
務
所�

☎
45

―

４
５
１
０

補
助
対
象　
市
道
・
河
川
・
赤
線
（
里

道
）・
青
線
（
水
路
）
に
お
い
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
率
・
限
度
額　
工
事
に
要
す
る
経

費
の
10
分
の
９
、
ま
た
は
50
万
円
（
災

害
復
旧
工
事
は
１
６
０
万
円
）
の
い
ず

れ
か
低
い
額

※�

今
年
度
か
ら
、
補
助
金
上
限
額
が
80

万
円
（
災
害
復
旧
工
事
は
例
年
通
り

上
限
は
１
６
０
万
円
）
か
ら
50
万
円

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
工
事　
新
設
・
改
良
、
修
繕
、
ま

た
は
災
害
復
旧
工
事
を
地
区
が
施
工
す

る
場
合

　
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
交
付

条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
建
設
課�

☎
21

―

１
２
０
４

　
西
部
土
木
事
務
所�

☎
45

―

４
５
１
０

補
助
対
象　
私
道
の
整
備
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
率
・
限
度
額　

10
分
の
５
以
内 

（
限
度
額
40
万
円
）

※�

令
和
８
年
度
か
ら
生
活
道
整
備
事
業

補
助
金
の
補
助
金
上
限
額
が
50
万
円

小
規
模
建
設
工
事
補
助
金

生
活
道
整
備
事
業
補
助
金

補
助
対
象　
小
規
模
な
農
地
災
害
復
旧

工
事
お
よ
び
農
業
用
施
設
の
改
良
や
災

害
復
旧
工
事
お
よ
び
渇
水
対
策
費
に
係

る
車
両
や
機
械
の
リ
ー
ス
料
、
回
送
費

お
よ
び
保
険
料

補
助
率
・
限
度
額　
対
象
経
費
の
90
％

（
上
限
金
額
36
万
円
）

申
請
方
法　
着
工
前
に
申
請
書
と
関
係

書
類
（
見
積
書
や
図
面
な
ど
）
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課�
☎
21

―

０
２
２
２

　
西
部
土
木
事
務
所�
☎
45

―

４
５
１
０

小
規
模
土
地
改
良
工
事
費

補
助
金

18令和８年（2026）４月



お知らせ

　
農
業
の
担
い
手
の
確
保
並
び
に
農
業

経
営
の
安
定
及
び
効
率
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
農
業
用
機
械
を
導
入
す

る
際
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

条
件

①�

市
内
に
農
地
を
有
し
、
市
税
を
完
納

し
て
い
る
。

②�

市
内
の
販
売
業
者
か
ら
購
入
す
る
機

械
・
器
具
で
あ
る
。

③�

購
入
す
る
機
械
・
器
具
が
農
作
業
以

外
に
使
用
で
き
る
汎
用
性
が
高
い
も

の
や
直
接
労
力
軽
減
に
繋
が
ら
な
い

も
の
で
は
な
い
。（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や

農
業
用
倉
庫
な
ど
は
対
象
外
）

※�

補
助
金
の
対
象
に
な
る
か
判
断
が
難

　
県
予
選
、
中
国
大
会
等
地
区
予
選
お

よ
び
国
内
大
会
予
選
を
経
て
、
ま
た
は
選

考
会
を
経
て
全
国
大
会
な
ど
に
出
場
す
る

個
人
・
団
体
へ
激
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
者

①
市
内
在
住
者

②�

市
内
の
学
校
や
企
業
な
ど
の
単
独

チ
ー
ム
と
し
て
大
会
に
出
場
す
る
団
体

③�

市
内
に
在
住
し
、
市
内
外
の
学
校
、

団
体
な
ど
に
所
属
し
て
い
る
人

④�

市
内
に
在
住
し
、国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

要
項
に
記
載
さ
れ
る
監
督
お
よ
び
コ
ー
チ

⑤�

そ
の
他
市
長
が
特
別
に
対
象
と
み
な
す
人

※�

激
励
金
は
原
則
大
会
開
催
前
の
申
請

と
な
り
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課�

☎
21

―

０
４
２
５

農
業
用
機
械
導
入
支
援

事
業
補
助
金

ス
ポ
ー
ツ
で
の
活
躍
に

激
励
金
を
交
付
し
ま
す

し
い
場
合
は
、
申
請
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※�

中
古
機
械
は
、
法
定
耐
用
年
数
が
４

年
以
上
残
っ
て
お
り
、
農
機
会
社
の

鑑
定
書
ま
た
は
証
明
書
を
提
出
で
き

る
場
合
の
み
対
象
で
す
。

申
請
期
間　
通
年
。
た
だ
し
、
交
付
申

請
額
が
予
算
額
に
達
し
た
場
合
は
受
け

付
け
を
終
了
し
ま
す
。

問
農
林
課�

☎
21
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補助対象者、補助率及び上限額
補助対象者 補助対象事業費

（消費税は含まない）補助率 上限額

認定新規就農者 ５万円以上 １／２ 50万円
認定農業者
販売農家（前年の
農業収入額が50
万円以上）

５万円以上 １／３ 10万円

集落営農組織
農業関係法人 10万円以上 １／２ 50万円

※�１対象者につき、年度内に１機械かつ１回
のみの申請となります。

募
集

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る

消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す

消
防
団
の
活
動
内
容

・�

住
民
へ
の
防
火
指
導
、
巡
回
広
報
の

火
災
予
防
広
報
活
動

・�

消
火
活
動
の
ほ
か
、
地
震
や
風
水
害

な
ど
の
災
害
時
の
救
助
救
出
活
動
、

避
難
誘
導
、
捜
索
活
動
な
ど

・
各
種
警
備
活
動

入
団
資
格（
男
女
問
わ
ず
）

　
次
の
条
件
い
ず
れ
も
満

た
し
て
い
る
人
。

①�

市
内
に
居
住
す
る
か
勤
務
も
し
く
は

通
学
し
て
い
る
人

②
満
18
歳
以
上
の
人
（
学
生
も
可
）

③�

地
域
防
災
へ
の
熱
意
が
あ
り
健
康
な
人

主
な
処
遇
な
ど

・�

条
例
に
基
づ
く
報
酬
を
支
給

・�

公
務
災
害
補
償
、
退
職
報
償
金
、
被

服
の
貸
与
、
表
彰
制
度
な
ど

問
消
防
本
部
消
防
総
務
課

�

☎
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わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
の
協
力

企
業
を
募
集
し
ま
す
！

の
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　
子
ど
も
た
ち
が
仕
事
に
対
す
る
理
解

　
高
梁
公
民
館
で
は
、
市
内
の
０
～
４

歳
の
子
ど
も
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た

乳
幼
児
学
級
「
の
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
の

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
会
、
リ
ト

ミ
ッ
ク
、
歯
み
が
き
指
導
な
ど
、
親
子

で
楽
し
め
る
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

場
所　
高
梁
公
民
館
（
高
梁
市
文
化
交

流
館
内
）

問�

高
梁
公
民
館
（
社
会
教
育
課
）

�
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を
深
め
、
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
、
実
際
の

仕
事
を
体
験
で
き
る
機
会
を
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
企
業
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ご
提
案
い
た
だ
い
た
企
画
を
も
と

に
、
実
行
委
員
会
が
参
加
者
の
募
集
を

行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
提
案
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

た
か
は
し
広
が
る
子
ど
も
の
夢
事
業

実
行
委
員
会
事
務
局（
社
会
教
育
課
）

�

☎
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お知らせ

 
 

 
 催

し

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
催
し
ま
す

高
梁
市
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座　

基
礎
課
程

「
自
転
車
の
安
全
運
転
」

要
約
筆
記
の
勉
強
会

　
（
一
社
）高
梁
青
年
会
議
所
が
「
若
者

か
ら
市
長
へ
10
の
質
問
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
市
政
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い

て
公
開
対
話
を
行
い
ま
す
。
市
内
高
校

生
・
大
学
生
と
市
長
の
熱
い
ト
ー
ク
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
９
日（
土
）午
後
１
時
～
３
時

会
場　
ポ
ル
カ
天
満
屋
ハ
ピ
ー
タ
ウ
ン

セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
特
設
ス
テ
ー
ジ

問�（
一
社
）高
梁
青
年
会
議
所 

長な
が
た田

伸の
ぶ

彦ひ
こ

さ
ん

　

�

☎
０
９
０
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５
９
５

　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
課
程
修

了
者
を
対
象
に
開
講
し
ま
す
。

※�

旧
テ
キ
ス
ト
で
の
修
了
者
も
受
講
可

能
で
す
。

日
時　
５
月
13
日（
水
）開
講（
全
22
回
）

会
場　
高
梁
市
役
所
３
階
会
議
室
ほ
か

申
込
期
限　
５
月
７
日（
木
）

受
講
料　
無
料

実
費　
テ
キ
ス
ト（
実
技
・
講
義
）と
手

話
動
画
視
聴
シ
ス
テ
ム
の
購
入
が
必
要

で
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課�

☎
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自
転
車
の
安
全
運
転
を
テ
ー
マ
に
、

要
約
筆
記
を
学
ぶ
勉
強
会
を
開
催
し
ま

す
。
要
約
筆
記
は
、
聞
こ
え
な
い
、
聞

こ
え
に
く
い
方
へ
音
声
情
報
を
文
字
で

伝
え
る
も
の
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

①
５
月
11
日（
月
）
午
前
10
時
～
正
午

②
５
月
12
日（
火
）
午
後
１
時
～
３
時

会
場　
高
梁
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

「
文
化
振
興
基
金
助
成

事
業
」を
募
集
し
ま
す

　
文
化
芸
術
の
推
進
や
歴
史
的
文
化
の

保
護
、
保
存
と
活
用
を
図
る
た
め
、
対

象
事
業
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者　
市
内
の
団
体
等

対
象
事
業

⑴
歴
史
的
文
化
の
調
査
・
保
護

⑵
文
化
の
普
及
・
顕
彰

⑶
文
化
の
交
流
・
研
修

⑷
優
秀
芸
術
の
誘
致
・
収
集

⑸
文
化
施
設
の
整
備

⑹
歴
史
的
重
要
施
設
の
整
備

⑺�

地
域
の
活
性
化
促
進
を
図
る
た
め
の

施
設
整
備
な
ど

※
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

１
．
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業

２
．�

特
定
の
政
治
・
宗
教
・
営
利
団
体

の
活
動
お
よ
び
宣
伝
を
目
的
と
す

る
事
業
な
ど

助
成
金　
事
業
に
か
か
る
経
費
の
２
分

の
１
を
限
度
と
し
ま
す
。

申
込
期
限　
５
月
29
日（
金
）

　
そ
の
他
の
要
件
等
、
詳
し
い
内
容
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

社
会
教
育
課�

☎
21

―

１
５
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災害時におけるレンタル機材の供給に関する協定を締結
　３月17日、三共リース株式会社高梁営業所との間
において災害支援協定を締結しました。
　災害時に備え、仮設トイレや発電機などの物資を
速やかに確保できる体制を強化しました。市民の皆
さんが少しでも安心して過ごせるよう備えを進めて
います。

マイナンバーカードマイナンバーカード
受け取り時間外窓口受け取り時間外窓口

※�日時が変更になる場合があります※�日時が変更になる場合があります
ので、最新の情報につので、最新の情報につ
いては市ウェブサイトいては市ウェブサイト
をご覧いただくか、おをご覧いただくか、お
問い合わせください。問い合わせください。

問問市民課　☎21－0253市民課　☎21－0253

次回の開設日時・場所次回の開設日時・場所
　５月23日（土）　午前10時～正午　５月23日（土）　午前10時～正午
　市役所１階　市民課　市役所１階　市民課

※
受
講
料
は
無
料
で
、申
込
不
要
で
す
。

問�

福
祉
課�

☎
21

―

０
２
８
４

問問危機管理課　☎21－0246危機管理課　☎21－0246

20令和８年（2026）４月



式
の
際
に
は
古
今
和
歌
集
の
和
歌
を
紹

介
し
ま
し
た
。「
別
れ
を
ば
山
の
桜
に

ま
か
せ
て
む　
留
む
留
め
じ
は
花
の
ま

に
ま
に
」。
一
昨
年
前
に
就
任
し
て
１

年
余
り
で
す
が
、
共
に
様
々
な
課
題
に

取
り
組
ん
で
き
た
職
員
の
皆
さ
ん
が
市

役
所
を
去
っ
て
い
く
こ
と
に
対
し
て

は
、
お
一
人
お
一
人
の
事
情
が
あ
る
に

せ
よ
、
惜
別
の
情
を
抱
か
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
市
役
所

職
員
と
し
て
市
民
の
た
め
に
お
仕
事
を

し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に

感
謝
い
た
し

ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
多
方

面
に
ご
活
躍

さ
れ
る
こ
と

を
お
祈
り
し

て
お
り
ま
す
。 　

年
度
末
と
な
る
３
月
31

日
早
朝
は
、
春
の
陽
気
で

一
気
に
満
開
に
な
っ
た
川

沿
い
の
桜
が
散
り
始
め
た

こ
ろ
で
、
な
ん
と
な
く
切

な
さ
を
感
じ
な
が
ら
の
朝

ラ
ン
で
し
た
。
そ
ん
な
こ

と
も
あ
っ
て
、
そ
の
日

の
市
職
員
退
職
者
辞
令
交

付
、
表
彰
・
感
謝
状
授
与

市長と気軽にトーク市長と気軽にトーク

一緒にまちの未来、一緒にまちの未来、
話しませんか！話しませんか！

　市長が、市民の皆さんが活動する場や生活の場へ出向き、直接声を
お聴きします。皆さんの「こんなふうにしたらもっと高梁市が良くな
るのに」といったご意見など、日頃感じているご意見・ご提言を市長
と気軽に話してみませんか。お申し込みをお待ちしています。

　対　　象　　�高梁市内に在住、在勤または在学している人により構成された、原則３人以上の団体・
グループ

　　　　　　　※�小中高生の友達同士やご近所同士のほか、お子様連れのパパ友・ママ友など、年
齢を問わずどなたでも参加可能です。

　開催日時　　�開庁日（平日）の午前９時から午後８時の間の１時間程度�
※開催希望日時および市長のスケジュールとの調整により決定します。

　開催場所　　�申込者が希望する場所（市内に限る）�
※開催場所でお困りの場合は市役所での開催も可能です。

　申し込み　　�開催申請書を提出いただくか、電子申請でお申し込みください。�
詳しくは、市ウェブサイトをご覧ください。

問秘書企画課　☎21－0210

市内市内
どこでもどこでも

行きます！行きます！

少人数でも、どんな少人数でも、どんな

団体・グループでも団体・グループでも

行きます！行きます！

高梁市の市外局番は「0866」です21 令和８年（2026）４月



お知らせ

電話で相談電話で相談
救急安心センター（救急安心センター（＃＃

シャープなないちいちきゅうシャープなないちいちきゅう

７１１９７１１９））

小児科・産婦人科小児科・産婦人科
オンライン健康医療相談オンライン健康医療相談

＃７１１９とは

オンライン健康医療相談とは

利用可能なサービス

どんな時に使うの？

対象者

対象者

利用方法

利用方法

受付時間

費　用

救急車の要請や医療機関の受診の要否などに迷ったとき
に、看護師などの専門家へ電話で相談できる窓口です。

電話やメッセージチャット、動画通話を用いて、小児科医や産婦人科医・
助産師に直接相談ができる窓口です。夜間や休日、医療機関の休診日など
にご活用ください。毎日24時間いつでもご相談できます。

◦いつでも相談：�毎日24時間受付、医師や助産師にウェブサイトからテ
キストで相談

◦夜間相談：�平日の午後６時～10時、医師や助産師に LINE（チャット、
音声通話、ビデオ通話）や電話で相談（予約制）

◦日中助産師相談：�平日の午後１時～５時、助産師に LINE（チャット）で相談（予約不要）
◦みんなの相談検索：３万件以上の相談事例を検索
◦医療記事配信：小児科医・産婦人科医・助産師が執筆した記事を配信
◦オンライン LIVE 配信：授乳等に関する動画配信、アーカイブ閲覧可能

◦けがや病気の緊急性が高いかどうか分からないとき
◦救急車の利用に関する助言を受けたいとき
◦医療機関案内を受けたいとき　　等

おおむね15歳以上の高梁市内の住民および滞在者
※15歳以下の人は、「こども救急電話相談（＃8000）」をご利用ください。

高梁市内に住民票がある、妊産婦および０～18歳（高校３年生相当）の方とその保護者
※�対象者へは電子母子手帳「おやこ手帳」または健康づくり課窓口で、合言葉（パ
スワード）をお知らせします。

局番なしで、「＃」を押してから「7119」へおかけください。
※相談は無料ですが、通話料は利用される方のご負担となります。
　�携帯電話（スマホ）から利用可能です。繋がらない場合は、直通番号（☎086-222-7119）
へおかけ直しください。

〔平　日〕　午後７時～翌日の午前８時　　〔土曜日〕　午後６時～翌日の午前８時
〔日・祝・年末年始〕　午前８時～翌日の午前８時

無料　※通信料は利用される人のご負担となります。

詳細は市ウェブサイトをご覧ください。 問健康づくり課　☎21－0304

保存版

22令和８年（2026）４月



ままちち てきことてきことのの

　JR 西日本の観光列車「WEST　EXPRESS
銀河」の運行が始まった４月４日、岡山県内
唯一の停車駅である備中高梁駅において、一
番列車の出発式が行われました。列車到着後、
出迎えの横断幕や手旗を持った市民らが乗客
を歓迎しました。38分間の停車時間中には、
備中神楽の演舞やお土産の販売などが行わ
れ、乗客は高梁の夜を満喫していました。運
行は７月までで、水曜日と土曜日の12回計画
されています。

　３月15日、有漢スポーツパーク補助グラウ
ンド駐車場で第20回高梁市消防操法大会が
行われました。小型ポンプ操法の部へ８チー
ム出場し、巨瀬分団が優勝しました。優勝し
た巨瀬分団は令和８年７月５日（日曜日）開
催予定の第72回岡山県消防操法大会に、大会
６連覇中の宇治吹屋分団とともに高梁市の代
表として出場します。

春の交通安全県民運動

備中たかはし町家通りの雛まつり

WEST EXPRESS 銀河

第20回 高梁市消防操法大会

　４月６日から15日にかけて実施される春
の交通安全県民運動の初日に高梁警察署で出
発式が行われました。
　多くの関係者が出席し、白バイやパトカー
が出発。
　吉備国際大学シャルム
岡山高梁の選手２名によ
る交通安全宣言も行わ
れ、地域一体で安全意識
の向上を呼びかけました。

　期間中は、民家や商店で歴史ある雛人形や
手作りの雛人形などが飾られたほか、４月４
日～５日には町家通りを歩行者天国として、
多くの飲食店や雑貨のブースなどが並び、訪
れた人たちはさまざまな雛人形を見て、笑顔
を見せていました。
　また、会場近くの
紺屋川筋の桜もイベ
ントに彩りを添えて
いました。

３月27日～４月５日　本町

高梁市の市外局番は「0866」です23 令和８年（2026）４月



４月１日時点
隊員数８名 問問協働定住課　☎21－0282協働定住課　☎21－0282

　はじめまして。このたび高梁市地域おこし協力隊として着任しました、島根県
松江市出身の田

た な か
中未

み く
来です。

　私は大学進学をきっかけに高梁市で暮らし始め、吉備国際大学心理学部での４
年間をこのまちで過ごしました。学生生活の中で、商店街では顔見知り同士が自
然に声を掛け合い、地域のイベントでは世代を超えて人が集まり、和やかに会話
を交わす光景に出会いました。そうした日常の光景を通して、高梁市は「暮らし
の中に人のつながりが息づくまち」だと感じるようになりました。このまちで学

び、関わり続けたいという思いが強くなり、吉備国際大学大学院で心
理学を学びながら、人の心や対人支援について勉強していました。そ
んな中で地域おこし協力隊のことを知り、志願しました。
　私の地域おこし協力隊としての活動テーマは「教育ハウスマスター」
です。高校生と地域をつなぐ関係づくりを大切にしながら、生徒が安
心して過ごせる環境づくりに関わっていきたいと考えています。これ
まで、個別指導塾でのアルバイトや実習を通して、思春期や青年期の
若者と関わる経験を重ねてきました。その中で感じたのは、「地域の

中に自分を気にかけてくれる大人がいること」が、若者にとって大きな安心感につながるということです。誰
かが自分の話に耳を傾けてくれることで、自分の気持ちを言葉にできたり、新しい一歩を踏み出す勇気につな
がったりする姿を見てきました。人は、誰かとの関わりの中で少しずつ自分の居場所を見つけていくのだと思
います。学校や地域の方々と関わる中で、高校生がさまざまな人と出会い、自分の興味や得意なことを見つけ
ていくきっかけをつくっていけたら嬉しいです。
　まだ分からないことも多いですが、地域の皆さんとの日々の関わりを大切にしながら、このまちについて学
んでいきたいと思います。地域の魅力を見つけ、広げていけるよう精一杯活動していきます。これからどうぞ
よろしくお願いいたします。

　高梁市地域おこし協力隊では、隊員自らが活動内容をまとめた「地域おこし協力隊だより」
を定期的に発行しています。普段、協力隊員がどのような活動をしているのか確認できます
ので、ぜひご覧ください！

地域おこし協力隊だより

5 

―

0866-22-4056 
高梁市段町７４９ 備北液化ガス販売㈱  

施工実例 

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

新規隊員新規隊員紹介紹介

田
た な か
中 未

み く
来  隊員

はじめまして
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健康づくり健康づくり応援応援通信通信 問健康づくり課　☎ 21－0228

予防接種についてお知らせします

▼予防接種ってなに？
　予防接種とは、病気に対する免疫を強くするために、ワクチンを接種することをいいます。病気の予防やまん延を防ぐことが主な
目的です。また、病気にかかった際に重症化するのを予防する役割もあります。

▼予防接種はいつ受けるのがいいの？
　子どもの予防接種は、お母さんから受け継いだ免疫が薄れてくる時期、病気にかかりやすい年齢、重症化しやすい年齢などに応じ
て接種する必要があります。予防接種法に基づく定期接種は、ワクチンごとに、接種期間が定められています。適切な期間内に接種
することが大切です。母子手帳を確認して、接種漏れなどがないか確認しましょう。

▼令和８年度から定期接種に追加されたワクチン
　●RSウイルスワクチン（母子免疫ワクチン）
　　RSウイルス感染症は、RSウイルスによって引き起こされる呼吸器感染症です。
　　特に、生後まもない乳児は免疫機能が未熟であり、重症化しやすい病気です。
　　妊娠中に、ワクチンを接種することで、母体内でつくられた抗体を胎盤経由で胎児へ移行させ、
　　出生時から赤ちゃんを感染症から守るための予防接種です。
　　接種対象者　妊娠28週から36週６日までの妊婦
　　接 種 回 数　妊娠ごとに１回
　　接 種 費 用　無料

▼成人用肺炎球菌予防接種の自己負担額変更
　国の方針により定期接種に用いるワクチンが変更となったことに伴い、自己負担額が変更となりました。
　接種対象者　接種券有効期限の満了日が令和８年４月１日以降の人
　自己負担額　４，０００円（変更前３，０００円）

▼帯状疱疹予防接種対象者について
　令和８年度の帯状疱疹予防接種の対象者は、令和８年度に65歳から100歳までの５歳刻みの年齢の人です。対象者へは、個別に
通知を行っています。

成羽病院通信成羽病院通信 問成羽病院　☎42－3111

自分のからだを知ろう！
　「最近ちょっとした段差でつまずく」「歩行スピードが遅くなった」「椅子から立ち上が
るのがしんどくなった」なんてことが増えていませんか。それは足の筋力が低下してい
るからかもしれません。実は自宅で手軽に足の筋力をチェックできる方法があることを
ご存じでしょうか。椅子立ち座りテスト（以下：CS-30）と言われる評価方法です。
　CS-30は、椅子とストップウォッチがあれば簡単に測定できます。
　皆さんも自宅でチェックして、ご自身の足の筋力を測定してみてはいかがでしょうか？

リハビリテーション室　坂
さかうえ

上 康
やすふみ

文 理学療法士

あなたは何回できる？ CS-30！
【方法】
・椅子に浅く座り、両手は胸の前で組む。
・�用意、始め！の合図で両膝が伸びきる
まで立ち上がり、素早く座っていた姿
勢に戻る。
・�座った姿勢から開始
し、立ち上がって１
回とカウント、座っ
て再び立ち上がって
２回とカウントする。
・�30秒間上記を繰り
返し行い、何回でき
たかを右記の表で
チェックする。

勝負の
30秒間！！

CS-30は評価の基準として
だけでなく、この運動を繰
り返すことで筋力アップも
期待できるよ！
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  新規事業
「すくすく子育てヘルパー事業」を始めます！
　子どもが安心して暮らせる環境づくりを応援するため、家事や育児に不安・
負担を抱えるご家庭や妊婦がいるご家庭にヘルパーを派遣して家事や育児の支
援をします。
対 象 者　�市内に住所を有する妊婦および18歳未満のお子さんがいる次の世帯
　　　　　①家事や育児に不安・負担を抱える世帯など
　　　　　②若年妊婦や支援が必要な妊婦がいる世帯など
支援内容　①調理、買物、掃除、洗濯など家事に関する支援
　　　　　②沐浴補助、おむつ替え補助など育児に関する支援
　　　　　③子育て相談
利用日時　月曜日から金曜日（祝祭日を除く）の午前８時30分～午後５時
利用条件　１日１回２時間以内、６カ月24回以内　
　　　　　※利用期間は６カ月以内で、満了後は再申請できます。
利 用 料　１時間あたり500円
　　　　　※生活保護世帯、市民税非課税世帯、ひとり親世帯、その他市長が特に必要と認めた世帯は無料
申 請 先　こども未来課
　　　　　※�事前にこども未来課で利用相談が必要です。家庭の状況などにより、利用できない場合があります。
※支援サービスが重複する産前産後ヘルパーは廃止となります。

問問こども未来課　☎21－0288こども未来課　☎21－0288ここどどももままんんななかか通通信信

高校生みらい共創課NEWS◆

　私たちは、令和７年４月にスタートした高校生みらい共創課で、廃園活用をテーマに活動してきたチームです。私た
ち３人は、高梁市が若者にとって魅力ある楽しいまちだと感じられるようにするために、高梁市内で増えている廃校園
をうまく活用できないかとの問題意識をもって取り組んできました。
　そこで、３月28日に旧高梁幼稚園を会場に若い世代の人が楽しく過ごせる場を提供する試みとして「ゆめあとマル
シェ」を開催しました。当日は、紺屋川周辺の桜も美しく咲き春らしい暖かい一日でした。企画から準備までがなかな
か進まず、またこれまで経験したことのないことも多く、不安な中で当日を迎えましたが、出店に協力してくださった
皆様、準備段階で熱心にアドバイスしてくださった地
域の方、当日ボランティアとして協力してくださった
高校生・大学生の皆さんなどのおかげで、予想をはる
かに超える多くの来場者があり、会場が笑顔であふれ
ました。いろいろな方々の協力があって開催できたこ
とに、心から感謝いたします。
　今回の「ゆめあとマル
シェ」は、私たちからの
一つの提案ですが、これ
からも高梁市の普段の生
活の中で、若い世代の人
がたくさんの魅力を見つ
けられるまちとなるよう、
次のみらい共創課のメン
バーにも活動していって
ほしいと思います。

「ゆめあとマルシェ」を開催しました！！

26令和８年（2026）４月



お知らせ

種別 対象（生まれた年・月） 日 時間 場所 問い合わせ

乳児健診 令和７年８月・令和８年１月 13日（水）
４カ月児
午後０時30分～０時45分
９カ月児
午後０時50分～１時５分

高梁保健センター 健康づくり課
☎21-0228１歳６ヵ月健診 令和６年９月～10月 20日（水） 午後０時30分～１時15分（受付）

２歳６ヵ月健診 令和５年９月～10月 21日（木） 午後０時30分～１時15分（受付）

子どもの健診（5月）

種別 日 時間 場所 問い合わせ
ゆう・ゆうタイム
（守ろう交通マナー） 22日（金）午前10時～11時30分

子育て支援センター
高梁市原田北町
1251番地１

（高梁こども園
１階　東側）

子育て支援センター
☎22-2450
こども未来課
☎21-2666

赤ちゃんタイム
（15日（金）はママのリフレッシュも実施）

15日（金）午前10時～11時30分
26日（火）午前10時～正午

ゆうゆう講座　備中神楽鑑賞＆体験 30日（土）午前10時～11時
ハッピー♡サタデー 30日（土）午後１時～４時

なりわで“ゆう・ゆう” 14日（木）・28日（木）①午前10時～11時30分②午後１時30分～３時
成羽こども園
子育て支援室

さてらいとひろば“ゆう・ゆう” 20日（水）午前10時～11時30分 落合ふれあい公園
にこにこ相談 11日（月）・25日（月）午前10時～午後４時

子育て支援センター
育児相談 27日（水）午前10時～正午 健康づくり課

☎21-0228
エイズ・性感染症検査／ B・C
型肝炎検査／骨

こつ
髄
ずい
ドナー検査登

録
26日（火）午後１時～２時

備北保健所 備北保健所
☎21-2836病態栄養相談 14日（木）午前10時～11時

思春期・ひきこもり相談 8日（金）午後２時～４時
こころの健康相談 15日（金）午後２時30分～４時30分

子育て支援・健康相談（5月）　※全て予約が必要です

種別 日 時間 場所 問い合わせ

行政相談
1日（金）

午前９時～正午
高梁市役所３階会議室

岡山行政監視行政相談センター
☎086-224-110014日（木）

有漢保健センター
成羽たいこまるプラザ

なやみごと相談
1日（金）

午前９時～正午
高梁市役所３階会議室

岡山地方法務局高梁支局
☎22-231814日（木）

有漢保健センター
成羽たいこまるプラザ

法律相談（要予約）
12日・29日・26日
（全て火曜日）

午後１時～４時10分
高梁総合福祉センター

岡山弁護士会（☎086-234-5888）へ
事前に予約をして、協働定住課へ無
料券を申請してください。（市民のみ・
年２回まで）　協働定住課☎21-0254

司法書士相談
8日（金）午前10時～正午

有漢保健センター
岡山県司法書士会倉敷支部高梁地区
☎22-7906備中地域局２階会議室

20日（水）午後２時～４時 イズミゆめタウン（2階文化教室）

相談（5月）

種別 日 時間 場所 問い合わせ

高梁税務署面接相談
（要予約）

13日（水）・20日（水）
※�相続・贈与・譲渡所得に関する相談
は税務署へお問い合わせください。

午前９時～午後４時 高梁税務署 高梁税務署
☎22-2546

27 令和８年（2026）４月



お知らせ

問

休日当番医（５月）

※診療時間は午前９時～午後５時です。
　受診前に必ず電話で症状をお知らせください。
　�また、受診の際はマスクを着用して
ください。
※�休日当番薬局については、（一社）
岡山県薬剤師会HPをご覧ください。

職　種 所在地 賃 金 月 額
調理師 成羽町 196,560円～264,500円

土木技術者 川上町 220,000円～320,000円

林業全般 川面町 180,000円～300,000円

交通誘導警備員 伊賀町 180,084円～215,000円

社会福祉士 柿木町 202,000円～229,000円

病院事務職員 南　町 177,100円～301,300円

セールス
ドライバー職 落合町 232,800円～302,800円

ブドウ栽培管理
（パート） 成羽町 1,050円

スクールバス
運転手（パート）内山下 1,593円

接客スタッフ
（パート） 落合町 1,320円～1,500円

求人情報求人情報

3日（日）まつうらクリニック（成羽町下原）☎42-2315
4日（月）藤本診療所（松原通） ☎22-3760
5日（火）大杉病院（柿木町） ☎22-5155
6日（水）川上診療所（川上町地頭）☎48-4188

10日（日）高梁中央病院（南町） ☎22-3636
17日（日）藤本診療所（松原通） ☎22-3760
24日（日）備中診療所（備中町長屋）☎45-9001
31日（日）大杉病院（柿木町） ☎22-5155

キ
吉 備 国 際 大 学

ャンパスだより

令和７年度学位記授与式・令和７年度学位記授与式・
令和８年度入学宣誓式を挙行令和８年度入学宣誓式を挙行

　３月22日（日）、吉備国際大学で、令和７年度学位　３月22日（日）、吉備国際大学で、令和７年度学位
記授与式を行いました。式では、各学部・研究科の代記授与式を行いました。式では、各学部・研究科の代
表者に学位記が授与された他、高梁が生んだ山田方谷表者に学位記が授与された他、高梁が生んだ山田方谷
の偉業を称え、の偉業を称え、
特に優れた卒業特に優れた卒業
生に、石田芳生 生に、石田芳生 
市長から「方谷市長から「方谷
賞」が授与され賞」が授与され
ました。ました。
　この日、学部　この日、学部
生や大学院生ら生や大学院生ら
270名が新たな270名が新たな
門出に立ち、高梁での思い出を抱いて、社会へと羽ば門出に立ち、高梁での思い出を抱いて、社会へと羽ば
たいていきました。たいていきました。
　また、４月３日（金）、３つのキャンパス（高梁・岡山・　また、４月３日（金）、３つのキャンパス（高梁・岡山・
南あわじ）の新入生そして保護者や関係者が一堂に会南あわじ）の新入生そして保護者や関係者が一堂に会
し、令和８年度入学宣誓式を挙行しました。し、令和８年度入学宣誓式を挙行しました。
　式に先立ち、順正学園加計理事長による「農学部ア　式に先立ち、順正学園加計理事長による「農学部ア
クアグリーンフィールド学科」の開設宣言が行われまクアグリーンフィールド学科」の開設宣言が行われま
した。した。
　式では、中瀨克己 学長から427名の入学が許可され　式では、中瀨克己 学長から427名の入学が許可され
ると、新入生代表が「国際社会の期待にこたえることると、新入生代表が「国際社会の期待にこたえること
ができるように日々精進します」と宣誓しました。ができるように日々精進します」と宣誓しました。
４月から、新入生らが高梁での新生活をスタートして４月から、新入生らが高梁での新生活をスタートして
おります。慣れない地で、初めての一人暮らしというおります。慣れない地で、初めての一人暮らしという
学生もたくさんいます。至らぬ点があるかと思います学生もたくさんいます。至らぬ点があるかと思います
が、ご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申が、ご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申
し上げます。し上げます。

（令和８年３月11日現在）

※�便利なハローワークインターネット
サービスをご利用ください。

問ハローワーク高梁　☎22-2291 問問順正学園入試広報室　☎086-231-3600順正学園入試広報室　☎086-231-3600

二次元コードでらくらく求人検索
　ご自身のスマートフォンで求人を簡単に検索で
きる『らくらく求人検索カード』を配布していま
す。例えば「事務」「軽作業・清掃」の二次元コー
ドを読み込むとハ
ローワークインター
ネットサービスで、
それぞれの最新求人
情報が表示されます。

最新の情報はこちら➡ ４月の納期限　４月30日（木）
○固定資産税・都市計画税（全期・第１期）

次回の納期限　６月１日（月）
○軽自動車税（種別割）（全期）
※�口座振替登録を希望する人は、市内の金融機関で手続き
をお願いします。５月納期限の口座振替の手続きは、４
月20日（月）までにお申し込みください。
� 問税務課　☎21-0215

税金の納期限（口座振替日）

28令和８年（2026）４月



図書館だより

高梁市図書館のイベント　　問問高梁市図書館☎22-2912　午前９時～午後９時 開館（年中無休）高梁市図書館☎22-2912　午前９時～午後９時 開館（年中無休）

イベントの申し込みは高梁市図書館ウェブサイトで電子申請をしてください。受け付け開始日は前月20日です。

世界のことばカフェ：やさしい英語編 要申込（定員：15名)　参加費無料
講師：吉備国際大学社会科学部経営社会学科 大西ゼミ４月24日（金） 午後４時～５時 ２階 待合スペース

親子ヨガと絵本のよみきかせ 要申込（定員：2歳までの幼児と保護者５組） 参加費無料
講師：保育士ヨガインストラクター TOMOKAさん４月25日（土） 午前11時～11時45分 ４階 多目的室

Wikipedia 編集体験 in 高梁 要申込（定員：15名）　参加費無料
講師：吉備国際大学社会科学部経営社会学科 竹岡ゼミ４月26日（日） 午後１時30分～５時 ４階 多目的室

ちぃーと工房　ねんどで作る！オリジナルチャーム 要申込（定員：各回10名）　参加費無料
対象：小中学生
講師：図書館スタッフ４月29日（水・祝） ①午前10時30分～11時30分②午後１時30分～２時30分 ４階 多目的室

エレクトーン＆歌声コンサート 自由観覧（定員：35名）　観覧無料
演奏：�山

やまもと
本里

さとみ
美さん、大

おおもり
森楓

かえで
さん、川

かわにし
西結

ゆ か
香さん、

西
にしおか
岡真

ま り こ
里子さん５月４日（月・祝） 午前11時～正午 ２階 待合スペース

木でつくろう！ビー玉迷路 要申込（定員：20名）　材料費：1,500円
講師：工房川月 川

かわつき
月清

きよし
志さん５月４日（月・祝） 午後１時～２時 ４階 多目的室

缶バッジ作り
要申込（定員：各10名）　材料費：500円
講師：Cyabu＊Cyabu 浅

あさぬま
沼美

み ゆ き
由紀さん５月５日（火・祝）

①午前11時～11時30分
②午前11時30分～正午
③午後１時～１時30分
②午後１時30分～２時

４階 多目的室

こどもおはな部 要申込（定員：５名）　材料費500円
対象：小中学生
講師：図書館スタッフ５月６日（水・振休）午後１時～２時 ４階　本丸テラス

※荒天時は４階多目的室
いつもありがとうブーケ 要申込（定員：10名 )　参加費無料

講師：図書館スタッフ５月７日（木） 午後４時～５時 ２階 待合スペース
見に来られぇ！子ども神楽披露会 自由観覧

演舞：高梁子ども神楽倶楽部５月９日（土） 午前10時～11時 図書館入口 三の丸テラス
※荒天時は４階多目的室

三の丸テラス DE 野菜マーケット
内容：高梁市内の旬な野菜を販売します

５月10日（日） 午前９時～正午 図書館入口 三の丸テラス
成羽の魚竜の正体とは？
～骨を観察して、魚竜のなぞをときあかそう！ 自由参加　参加費無料

講師：高梁市成羽美術館 学芸員 碇
いかり
京
きょうこ
子さん５月10日（日） 午前11時～11時45分 ２階 待合スペース

今月のおすすめ図書 （高梁市図書館）今月のおすすめ図書 （高梁市図書館）
読
ま
な
い
人
に
、本
を
売
れ
。

�

売
れ
な
い
時
代
に
大
ヒ
ッ
ト
を
生
み
出
す
秘
密

�

著
　
者  

永な
が
ま
つ松
茂し
げ
ひ
さ久　
出
版
社  

ラ
イ
ツ
社

　

出
版
不
況
の
時
代
に
１
５
０
万
部
を
突
破
し

た
『
人
は
話
し
方
が
９
割
』。

　

そ
の
奇
跡
の
裏
側
に
は
、
読
む
人
の
心
を
動

か
す
「
届
け
方
」
の
物
語
が
あ
り
ま
し
た
。

　
興
味
が
な
い
人
に
、
ど
う
届
け
る
か
―
。

　

あ
ら
ゆ
る
仕
事
に
通
じ
る
、
本
気
の
挑
戦
と

感
動
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド
本
！

ヨモカ
（移動図書館車）
５月運行日

　高梁市図書館と遠隔地をつな
ぐサービスとして、移動図書館
が市内を巡回しています。
　本の貸出・返却だけでなく予
約・調べもののお手伝いなども
行います。
　運行日につい
ては、右記二次
元コードよりご
確認ください。 ヨモカ運行日

高梁市の市外局番は「0866」です29 令和８年（2026）４月



すこやかスマイル（４月生まれ）

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

２２
さいさい

山
やました
下 怜

れ お
桜ちゃん

（備中町布賀）

６６
さいさい

西
さいどう
道 礼

れい

ちゃん
（落合町阿部）

５５
さいさい

上
うえはら
原 碧

あ お と
斗ちゃん

（落合町近似）

１１
さいさい

島
し ま だ
田 すず奈

な

ちゃん
（有漢町有漢）

２２
さいさい

小
お じ ま
島 千

ち あ き
明ちゃん

（川上町高山）

４４
さいさい

信
のぶはら
原 絢

けんすけ
介ちゃん

（落合町福地）

３３
さいさい

西
に し だ
田 向

ひ ま り
葵ちゃん

（成羽町下原）

１１
さいさい

宮
みやもと
本 一

ひ び き
々喜ちゃん

（津川町今津）

３３
さいさい

河
かわはら
原 希

き ほ
歩ちゃん

（横町）

２２
さいさい

加
か と う
藤 莉

り お
大ちゃん

（玉川町玉）

１１
さいさい

仁
に た に
谷 朔

さ く た
大ちゃん

（有漢町有漢）

４４
さいさい

森
もりもと
元 花

か す み
澄ちゃん

（落合町阿部）

６６
さいさい

近
こんどう
藤 千

ち さ き
咲ちゃん

（玉川町玉）

６６
さいさい

石
い し だ
田 愛

あ お い
生ちゃん

（横町）

４４
さいさい

縄
な わ て
手 大

た い が
雅ちゃん

（栄町）

６６
さいさい

山
やまかわ
川 莉

り お
央ちゃん

（落合町阿部）

３３
さいさい

松
まつもと
本 綺

き い の
祈ちゃん

（落合町阿部）

６６
さいさい

西
にし
 健

け ん と
斗ちゃん

（落合町阿部）

１１
さいさい

渡
わたなべ
辺 丞

たすく

ちゃん
（栄町）

５５
さいさい

宮
みやはら
原 由

よしなり
成ちゃん

（津川町八川）

30令和８年（2026）４月



市民のページ

長寿おめでとうございます長寿おめでとうございます

送ってください　締め切り４月24日（金）
　５月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住のお
子さんの写真を広報たかはし、行政放送、市ウェブ
サイトなどで公開します。お子さんの氏名（ふりが
な）、性別、生年月日、年齢、住所、応募者の氏名、
電話番号を明記して送付してください。市ウェブサ
イトでも応募できます。
　短歌・俳句・イラストなどは、自作の未発表のも
ので、漢字にはふりがなを付けてください。氏名（ふ
りがな）・年齢・住所（市内のみ）・電話番号を明記
して投稿してください。なお、紙面の都合上、掲載
できない場合があります。
問（送り先）〒716-8501〔住所不要〕
　広報たかはし「市民のページ」係
　☎21-0210　 　hisyo@city.takahashi.lg.jp

手
し ゅ わ
話言

げ ん ご
語をやってみよう

　100歳（大正15年生まれ）の誕生日を迎えられた人へ記念品や花束をお贈りし、長寿を祝いました。
　市内の100歳以上の人は３月31日現在、79人（男性11人、女性68人）です。
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編
集
と
発
行（
毎
月
15
日
発
行
）高
梁
市
秘
書
企
画
課

こ
の
広
報
紙
は
、
環
境
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優
し
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植
物
油
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ン
キ
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使
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し
て
い
ま
す
。
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ま
す
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https://www.city.takahashi.lg.jp/
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春
の
陽
気
と
と
も
に
新
年
度
が
始
ま

り
、
未
来
へ
の
期
待
が
ふ
く
ら
む
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
こ
れ
ま

で
何
気
な
く
読
ん
で
い
た
広
報
紙
の
作

成
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
い
も

よ
ら
ず
、
驚
き
と
と
も
に
新
鮮
な
喜
び

を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
変
化
を
楽
し
み
つ
つ
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

�

（
管
波
）

　市内の観光やイベント
の情報・空き家情報など
を発信するアプリです。
また、災害時などの緊急
情報も配信されます。

人　口 高梁いんふぉ

〔Android 用〕〔iPhone 用〕

岡山県毎月流動人口調査
令和８年２月末現在（前月比）

総人口　 24,723人　（－50）
男　性　 12,136人　（－19）
女　性　 12,587人　（－31）
出　生� 5人 転　入� 57人
死　亡� 32人 転　出� 80人
世帯数　 12,784世帯（－37）※速報値


